
上記に関する問合わせ：高等教育部門 対策本部（taisakuhonbu@tsc.u-tokai.ac.jp） 

 

教職員 各位 

 湘南校舎新型コロナウイルス対策本部 本部長 

      ユニバーシティビューロー（健康推進担当） 

宮崎誠司 

2023 年 3 月中のコロナ対策方針について 

 

5 月 8 日に感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律（感染症法）が変更される予定で

すが、基本的感染対策は継続して行い、感染予防に努めていただきますようよろしくお願いいたします。

新型コロナウイルス感染症は社会・経済的に制限が緩和されていますが、毒性や伝搬性の低下といった

ウイルスの変化によるものではありませんので、これまでと同様感染のリスクを抑えることが必要です。

今後は、ウイルスを排出する人を社会的制限によって抑えることがなくなるため、個人の感染防御が重

要になってきます。そのため、今まで以上に注意していただく必要があります。今後は、大学全体の制限

などを段階的に変更していきますので、注意深くご確認し、実行してください。 

 

3 月中に変更する箇所 

⚫ マスクの装着 

3 月 13 日以降、学内でのマスクの着用は、個人の判断に委ねるものとする。 

 

3 月中に変更しない（継続する）箇所 

⚫ 基本的感染防止対策を徹底する。（流水と石けんによる手洗い、アルコールによる手指消毒、不織布

マスクの着用の推奨等） 

⚫ 毎日の検温等の健康観察を徹底する。 

⚫ 三密（密閉、密集、密接）を回避し、換気を徹底する。 

⚫ 食事においても感染防止対策（孤食、黙食等）を徹底し、会食をする場合は、少人数、短時間で行い、

会食中の大声は避ける。 

⚫ 授業形態・施設の利用などは、警戒レベルにあわせた対応を行う。 

⚫ 学外者の入構についても警戒レベルに合わせた対応を行う。 

⚫ 感染者もしくはその疑いがある者（濃厚接触者・高感染リスク者）が発生した場合、緊急連絡票をも

って情報共有する。 

⚫ 感染の疑い、もしくは感染・発症した場合の対応については、学校法人東海大学新型コロナウイルス

感染症中央対策本部が発出する「新型コロナウイルス感染症（COVID－１９）への対応について 2023

年 3 月 1 日」により対応する。ただし、学園内の医療機関および関連する施設・部署等においては

各機関の判断で実施する。 

⚫ 行事・研修・イベント等の開催については、3 月 13 日以降のマスクの着用を個人の判断とする以外

は十分な感染防止対策を行う。開催にあたっては、警戒レベルに合わせた申請・許可の手続きを行う

こととする。 

 

以上 
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レベル 学内警戒レベル 判定の目安 学校行事・学内業務 授業・教育活動 研究活動 イベントなどの入構制限 課外活動 外部団体の施設利用

0 感染者ゼロレベル 平常時。 実施可 実施可 実施可 制限なし 実施可 制限なし。

1 維持すべきレベル
学内で陽性者が散発的に

出ている。

実施可。申請・承認され

た活動・事業には、学外

の参加者は入構可。

教室定員での対面での実

施可。

学内での活動は制限しな

い。学外での学会・研究

会などへの参加可。申

請・承認された学会・研

究会・研究活動には、学

外の参加者は入構可。

実施可。学外者は申請・

承認された活動・事業に

は、学外の参加者は入構

可。

十分な感染対策をした上

で実施可。学外者は申

請・承認 (*1)された者の

み参加可。

学内関係者が主催・主管

する場合以外は外部団体

への貸出不可。

2 警戒を強化するレベル

複数の学部・学科・クラ

ブ・事務部署に感染が拡

大し、複数個所でクラス

ターが発生している。

実施可。学外者は申請・

承認された者のみ入構

可。

担当教員の管理できる人

数内で、教室定員まで対

面での実施可。ただし、

担当教員の判断でオンラ

イン授業への変更も容認

される。

学内での実施は制限しな

い。学外での学会・研究

会などへの参加可。学

会・研究会・研究活動へ

学外者が参加する場合は

事前に申請・承認された

者のみ入構可。

実施可。学外者は申請・

承認された活動・事業

に、事前登録して参加す

る者のみ入構可

十分な感染対策をした上

で、実施可。学外者は申

請・承認( *1)された者の

み参加可。学生のみの活

動は許可されない。

学内関係者が主催・主管

する場合以外は外部団体

への貸出不可。

3 対策を強化すべきレベル

複数の研究科・学部・学

科・クラブ・事務部署ご

とにクラスターが発生

し、授業や業務の維持が

できない。

出張は原則禁止。必要最

小限の教職員のみ入構

可。

原則オンライン授業とす

るが、申請し承認が得ら

れる人数と活動内容の場

合は、対面での実施可。

出張は原則禁止である

が、教職員は、申請・承

認の上、学外の学会・研

究会・講演などの発表者

は出張可。研究の準備・

継続に必要不可欠な場合

は申請・承認の上、最小

限の人数で実施可。学外

者の入構不可。

教職員および許可された

学生以外は入構不可。

原則学内外での活動禁

止。現地対策本部への申

請・承認された活動は実

施可。

貸出不可

4 避けたいレベル

外出制限が市中に発報さ

れており、通勤、通学が

困難な状況である。

出張の禁止。原則在宅、

行事はオンラインで実

施。申請、承認の上教職

員のみ入構可。

オンライン授業として、

対面では行わない。

出張を禁止し、原則在宅

で行う。機械や飼育など

申請・承認が得られた教

職員のみ入構可。学生の

入構は不可。

教職員のみ申請・承認の

上、入構可。学生の入構

は不可。

すべての活動禁止。 貸出不可

*1　湘南校舎ではSPCまたはSACに申請し承認を得る

感染者、感染の疑いのある体調不良者や家族・同居者などの感染が認められた場合には入構が制限される。

すべての活動は、十分な感染対策を講じること

屋外で人と接触のない場合や息が上がるような身体活動においてはマスクの着用の必要はないが、屋外でも人との接触のある場合や屋内ではマスクの着用は行うこと。

屋内では換気に留意し3密を避ける環境にすること

黙食孤食を励行し、近い距離での会食は避けること。


